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7　本の力を引き出す空間づくり
　各階の随所に配置した「本に囲まれたラウンジ」や、圧倒的な本の力を
感じさせる「積層集密書庫のショーケース化（ブックタワー：40万冊収容
可能）」などで「本に近い・本を見せる工夫」を重ねることで、来館者の知
識欲と空間の充足感を高める効果を図った。それは「人と人、人と情報を
結ぶ和泉図書館」にふさわしい空間を目指したものである。
　　　　　　ガラス貼りのショーケース化した『積層集密書庫一ブックタワー』
2階から4階まで、各階2総単位で構成し、合計6層の積層集密書庫とした。吹き抜けに面することで、
どのフロアからも蔵書と利用する人の様子を視認できる。
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各階に配置した『本に囲まれたラウンジ』本に近く、本に囲まれた環境で読書する環境として、カジュア
ルで楽しい家具とともに本に親しめる空間づくりとした。
8　図書館としてのサイン計画
サイン計画においては、図書館という特性から特に下記を重視した。
・空間・本と調和し、認知されやすいこと
・開館後の使い勝手の変化・追加にも対応しやすいこと
・機能性に優れ図書館の運用に寄与すること
　そのため、情報伝達内容の変化に対
応することが可能な「デジタルサイネー
ジ」と「リアルサイン」を組み合わせ
全体のサイン計画を行った。
　デジタルサイネージは、タッチパネ
ルによる図書館総合案内や、電子新聞
の閲覧またグループ閲覧室や貸出用PC
ロッカーの利用状況、イベント案内、
開館時間の変更、緊急案内等、時間変
化に対応した多様な最新情報をリアル
タイムに表示することが可能な計画と
した。 『多様な情報に対応：デジタルサイネージ』
16
　館内のリアルサインは、認知性を高めた「本や紙をモチーフとした図書
館らしいデザイン」を用いることで、空間に調和した親しみやすいサイン
計画とした。
「本や紙をモチーフとした図書館らしいリアルサイン』
9　まとめ
　和泉図書館の設計プロセスでは、大学関係者と設計者が入念にコミュニ
ケーションを深め、一つのチームとなって取り組んだ結果、従来の図書館
機能に加え、活動を表出させたアクティブなラーニングコモンズの機能を
付加させ、徹底的に本と人の活動を見せながら、空間性に合わせた心地よ
い環境を持っ空間構成が実現できた。
　特に大学関係者の強い熱意とこれまでの経験から積み重ねてきた、飲食
のゾーニング、利用に合わせたサービス重視のカウンター、携帯・計算機
室の設置など、多くの利用する学生の立場に立った工夫と細やかな運営の
アイデアを取り入れられたからこそ、これまでにない先進的な大学図書館
をつくりあげることができたと考える。
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